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今
定
例
会
で
は
、
議
会
か
ら
５

件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
18
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
議
会
提
出
議
案

家
庭
系
ご
み
の
戸
別
収
集
・
有
料

化
全
市
実
施
の
計
画
を
見
合
わ
せ

る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る

決
議
に
つ
い
て

　

本
市
が
、本
年
12
月
定
例
会
に
、

家
庭
系
ご
み
の
戸
別
収
集
・
有
料

化
実
施
に
係
る
条
例
改
正
を
準
備

し
て
い
る
状
況
の
中
、「
新
焼
却

炉
建
設
用
地
選
定
と
焼
却
方
式
の

見
通
し
も
決
ま
ら
な
い
現
段
階
で

の
家
庭
系
ご
み
の
戸
別
収
集
・
有

料
化
は
実
施
す
べ
き
で
な
い
こ
と

を
鎌
倉
市
に
強
く
求
め
る
」
内
容

の
決
議
で
、
三
宅
真
里
議
員
、
納

所
輝
次
議
員
、
前
川
綾
子
議
員
、

吉
岡
和
江
議
員
、
中
澤
克
之
議
員

を
提
出
者
、
竹
田
ゆ
か
り
議
員
、

松
中
健
治
議
員
を
賛
成
者
と
し
て

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
全
文
は
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確

保
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

　

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情

第
８
号
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方

の
財
源
確
保
の
た
め
の
意
見
書
採

択
」
に
つ
い
て
の
陳
情
が
、
付
託

さ
れ
た
総
務
常
任
委
員
会
で
採
択

さ
れ
た
た
め
、
議
案
と
し
て
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
全
文
は
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

主
な
市
長
提
出
議
案

鎌
倉
市
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
一
夜
当
た
り
の
宿
泊
料
の
額
を
、

現
行
の
特
別
職
１
万
４
千
円
、
一

般
職
１
万
３
千
円
の
定
額
か
ら
、

当
該
額
を
上
限
と
し
た
宿
泊
に
要

す
る
額
と
し
、
宿
泊
に
要
す
る
額

に
夕
食
ま
た
は
朝
食
の
料
金
が
含

ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
規
則

で
定
め
る
額
を
加
え
た
額
を
当
該

宿
泊
料
の
額
と
す
る
よ
う
改
め
る

も
の
で
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
税
外
収
入
金
に
関
す
る
延

滞
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
本
年
３
月
30
日
付
で
公
布

さ
れ
、
平
成
26
年
１
月
１
日
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
の
低
金
利
の
状
況
に
合
わ

せ
、
延
滞
税
等
を
引
き
下
げ
、
納

税
環
境
の
整
備
を
図
る
も
の
と
す

る
法
改
正
の
趣
旨
に
鑑
み
、
本
条

例
に
お
い
て
も
税
外
収
入
金
に
関

す
る
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
等
に

つ
い
て
整
備
を
図
る
も
の
で
、
平

成
26
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

　

災
害
時
帰
宅
困
難
者
一
時
滞
在

施
設
の
器
材
備
蓄
品
、
市
職
員
分

の
食
料
備
蓄
品
の
購
入
費
、
腰
越

子
ど
も
会
館
・
子
ど
も
の
家
の
解

体
工
事
及
び
建
物
新
設
の
た
め
の

地
質
調
査
に
係
る
経
費
、
私
立
保

育
所
施
設
整
備
等
に
係
る
補
助
金

の
追
加
な
ど
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
、
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
３
億

７
７
５
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
は
５
８
６
億
５
８
５
０

万
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◇�

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

鎌
倉
市
税
外
収
入
金
に
関
す
る

延
滞
金
条
例
の
改
正
に
伴
う
国
民

健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
等
の
改
修
業

務
委
託
に
係
る
経
費
の
追
加
な
ど

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入

歳
出
と
も
に
５
０
０
万
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
総
額
は
、
１
８
４

億
８
６
８
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◇�

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

第
一
号
被
保
険
者
保
険
料
還
付

金
・
加
算
金
及
び
介
護
給
付
費
負

担
金
等
返
還
金
の
追
加
な
ど
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出

と
も
に
５
０
０
万
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
は
、
１
３
９
億
７

１
５
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・

分
担
金
シ
ス
テ
ム
改
修
及
び
雨
水

排
水
施
設
維
持
修
繕
に
係
る
経
費

の
追
加
な
ど
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
１
０
５

２
万
２
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後

の
総
額
は
、
69
億
１
７
６
２
万
２

千
円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
欠
員
及
び
任

期
満
了
に
伴
う
候
補
者
と
し
て
、

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
総
員
の
賛
成
に
よ
り
同
意
し

ま
し
た
。

吉
村
信
彦
氏
（
笹
目
町
在
住
）

新
井
貴
子
氏
（
大
船
在
住
）

　

10
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、「
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
」
の
議
案
を
総
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
し
、
左
表
の
と
お

り
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

議
会
・
議
員
の
活
動
原
則
、
市
民

と
議
会
の
関
係
と
い
っ
た
議
会
の

根
幹
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
の
調

査・検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
成
果
を
受
け
継
ぎ
、
議
会
が

担
う
べ
き
役
割
を
果
た
す
た
め
に

必
要
な
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

向
け
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
９
月
13
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

松
尾
市
長
に
対
し
、
議
会
の
自
立

権
を
侵
害
す
る
行
為
が
あ
っ
た
と

し
て
、
そ
の
責
任
を
問
う
問
責
決

議
を
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。

（
全
文
は
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○：賛成　　－：反対
※下記以外の議案等の賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　
今
号
か
ら
、
議
決
結
果
に
つ
い

て
、
会
派
ご
と
で
は
な
く
、
個
々

の
議
員
の
賛
否
を
載
せ
る
よ
う
に

改
め
ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合

で
、
注
目
度
が
高
そ
う
な
議
案
、

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
を
選
ん
で

掲
載
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
で
す
。「
選
挙
で
一
票
を
投
じ

た
議
員
が
議
会
で
何
を
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
苦
言

を
い
た
だ
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
答
弁
調
整

や
資
料
請
求
等
の
た
め
に
質
疑
の

長
時
間
中
断
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
、
追
及
す
べ
き
こ
と

は
追
及
し
、
な
お
か
つ
効
率
的
な

議
会
運
営
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
痛
感
し
ま
す
。

�

　
（
保
坂　
令
子
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委 

員 

長
　
長
嶋
　
竜
弘

　
副
委
員
長
　
永
田
磨
梨
奈

　
委
　
　
員
　
河
村
　
琢
磨

　
委
　
　
員
　
保
坂
　
令
子

　
委
　
　
員
　
西
岡
　
幸
子

　
委
　
　
員
　
上
畠
　
寛
弘

　
委
　
　
員
　
池
田
　
　
実

　
委
　
　
員
　
吉
岡
　
和
江

議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

編
集
後
記

委 員 長 髙橋　浩司
副委員長 山田　直人

委　　員

河村　琢磨
長嶋　竜弘
保坂　令子
納所　輝次
渡邊昌一郎
小野田康成
久坂くにえ
赤松　正博

議会基本条例の制定に関する
調査特別委員会委員

　

９
月
５
日
の
午
前
11
時
か
ら
、
神

奈
川
県
内
全
域
で
「
か
な
が
わ
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
（
一
斉
防
災
行
動
訓

練
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
市
議

会
に
お
い
て
も
、
本
会
議
開
催
中
に

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
各

自
の
身
の
安
全
を
図
る
と
と
も
に
、

迅
速
に
傍
聴
者
の
身
の
安
全
を
確
保

し
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
・
誘
導
で

き
る
よ
う
、
本
会
議
を
中
断
し
、
訓

練
に
参
加
し
て
緊
急
時
に
対
応
で
き

る
行
動
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

か
な
が
わ

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
の

実
施

　会　派　名

　議　員　名
主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決

結果

条
例
第29号 鎌倉市旅費支給条例の一部を改正する条例の制定について 可決

第32号 鎌倉市税外収入金に関する延滞金条例の一部を改正する条例の制定について 可決

予
算第33号 平成25年度鎌倉市一般会計補正予算（第４号）（災害時帰宅困難者一時滞在施設の器材備蓄品の購入費の追加等） 可決
決
算第22号 平成24年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

議
会
議
案

第４号 松尾市長に対する問責決議について 可決
第５号 地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について 可決

第６号 家庭系ごみの戸別収集・有料化全市実施の計画を見合わせることを求めることに関する決議について 可決

第８号 議会基本条例の制定に関する調査特別委員会の設置について 可決

陳
情
第９号「障碍者ホーム入居者に対する市独自の家賃補助」についての陳情 採択
第18号 鎌倉市立今泉小学校の学童保育施設の設置場所についての陳情 採択

鎌

倉

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

み
ん
な
の
鎌
倉

公

明

党

鎌

倉

市

議

会

議

員

団

鎌

倉

み

ら

い

自

由

民

主

党

鎌

倉

市

議

会

議

員

団

日

本

共

産

党

鎌

倉

市

議

会

議

員

団

公
正
、公
平
、透
明
な

政
治
を
実
現
す
る
会

鎌

倉 

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・

鎌

倉

無

所

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
髙
橋
　
浩
司

日
向
　
慎
吾

永
田
　
磨
梨
奈

小
野
田
　
康
成

久
坂
　
く
に
え

河
村
　
琢
磨

中
村
　
聡
一
郎

渡
辺
　
隆

納
所
　
輝
次

西
岡
　
幸
子

大
石
　
和
久

前
川
　
綾
子

池
田
　
実

山
田
　
直
人

中
澤
　
克
之

上
畠
　
寛
弘

渡
邊
　
昌
一
郎

吉
岡
　
和
江

赤
松
　
正
博

岡
田
　
和
則

長
嶋
　
竜
弘

三
宅
　
真
里

保
坂
　
令
子

千
　
　
一

竹
田
　
ゆ
か
り

松
中
　
健
治
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中村聡一郎議員は議長のため、採決には参加
していません。

【会派の変更】平成25年10月10日付で、「自由民主党鎌倉市議会議員団」から渡邊昌一郎議員が退会し、無所属となりました。

松
尾
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に
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決
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C11P001
引き出し線
正しくは「－：反対」




